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· 一年草や二年草って？

· 一年草　→　1年のうちに芽吹き、花が咲き、枯れるもの

· 二年草　→　夏前に種をまき、冬を越して花を咲かせるもの
· 多年草　→　毎年花を咲かせるもの（さらに宿根草と球根植物に分かれる）

· 植物の生育環境　～原産地の気候から学ぶ～

· ユ　　リ　→　日本固有の植物のため、湿り気を好む。同じ球根植物でも、
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· 球根植物　→　雨季と乾季のはっきりした気候で育つ植物が多い。

· 植物に必要なもの、人間に必要なもの

· 植物に必要なもの

→ 養分、水、光、空気　　＝　　人間を含めた生き物全てに必要
· 鉢植えにすると早く実がなるのはなぜか？

→植物の成長には、個体を大きくさせるための栄養成長と、子孫（＝実など）を残すための生殖成長がある。鉢植えにして根の成長を制限することで、栄養成長から生殖成長に転じるため、早く実をつける。

地面におろすと、再び栄養成長に戻り、実をつけないことが多々ある。

· コンテナの土は、なぜ取り替えなければいけないの？
→植物も「排泄」をするが、コンテナの中はバクテリアなどの分解生物がいないため、悪いものがたまり、土は固くなり、空気が不足する。そのため、半年から１年に１回程度、土を入れ替える必要がある。
· 球根に違いはあるの？
→スイセンや玉ねぎには茶色の薄皮があるが、これは保湿のため。球根には根はない。一方、ユリの球根には根はあるが、皮はない。日本原産で、比較的高温多湿の気候下では、保湿の必要がないため。

· 植物の名前の覚え方
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　植物の名前ひとつをとっても、様々な呼称がある。学名を知れば、海外でも通じる。

また、植物の名前から、その植物の性質や適した生育環境などもわかる。

　　　例）ロスマリノス　（一般には、「ローズマリー」）

ロス＝露、真珠　　マリノス＝海　→　「海岸で育つ植物」ということが分かる。
インパチェンス　（ホウセンカの仲間）

　impatient（我慢できない）からきている。

実に触れると、はじけて種が飛ぶ性質があるため、この名がついた。

· コンテナ栽培の利点・欠点
　　今までのお話をふまえ、コンテナガーデンづくりのヒントをまとめてみました

　　　 ◎植物の性質に応じ、土を変えることができる。（好水性・嫌水性など）

◎成長が早い

　 ×空気不足になりやすい



　

























































































花や緑の基礎知識　





　花や緑の基礎的な知識を得ることが、今回の目的です。


実際に植物を手にとり、ポットの中の根の張り方などを観察しました。


また、玉崎先生が手がけられた、花博での「モネの庭」や、世界各国の庭などをスライドで見せていただきました。
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